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lB-6) 転移性脳腫項に対するガンマナイフの

治療効果

-特に予後に影響する因子
について-
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中村記念病 院
脳神経外科
(財)北海道脳神経
疾患研究所

101例 (.単発39.-多発62例)の転移性脳腫壕症例にガ

ソマナイフを施行 し,治療後の予後に影響する因子をこつ

いて検討を加えた.【結果】mediallSunうvallime(MST)

は全体で8カ月.単発と多発で各々8.3,8,0カ月であ

り,新病巣の出現率も21%,26%と差はなかった.原発

巣別では肺 (5日例),消化器 (19例),乳房 (8例),腎

醸 (5例)で各々 MST は10,4,12,8カ月であり,

消化器原発で短い傾向を認めた.叉 施行前の Kamofsky

peTfomancestatus偶PS)を60%以下,70%以上の

2群に分けると各々4,9九月で有為差 (P〈O,01)杏

認めた,特にガソマナイフ施行後3カ月以内をこ死亡 した

症例 (18例)についてはそれ以上の群と比較して有為に

KPSが低 く (59±14%,p-0.榊01),消化器原発が多

かった (p-0.006).年齢,単発か多発かは有為差はな

かった.【結論】ガソマナイフにより多発例においても

単発例と同様の効果を得ることができるが,消化器原発

で pooracもiv癖 であると局所症状の改善を得てもusefui

lifeを望めないことがある.

1B-7)放射線療法により誘発 された脳腫癌摘

出術筏の meningealsarcomaの稀
な1症例
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脳魔窟摘出術後の放射線療法が原因と思われる menin-

gealsa‡-eOmaの 1例を経験 した.

症例は46歳男性で,25歳時をこ左側脳室の腫慶に対 して

亜全摘術及び両側 VPshuntを施行されている.組織

診断は oligodendroglimaで.術後に Co60を 60Gy

全願射 した.以来腰癌の再発無 く経過 してきたが,46歳

時の CT で両側後頭部に新たな渡癖の出現が認められ

た.部分摘出術を行なった処,meningealsarcomaと

組織診断され 放射線照射によ--,て誘発されたものと考

えられた.引き続き化学療法を施行 したものの,同部位

37

(')睡壕再増大により.術後4I,-月目に死亡した.本例の

様な放射線誘発性の swcomaは稀な症例であり,若干

の文献的考察を加え報告する.

1B-8) 長期間一定のADLを保ち得た延髄
神経隅瞳の1例

妾出 霊高欄 藤 順 儲 露霧 民病院)

【症例】35歳,男性.71_r)年2月より両下肢('7しびれ

感を自覚,同年5月よりはめまい感も出現し,近医を受

診 した.頭部 h!lRlでは.延髄に Tl強調画像で低信

守,T2強調画像で高信号域を示 し,ガ ドリニウムで造

影されない腫療像が認められ 当料紹介入院となる,同

年8月後頭義寓開頭にて外減圧術を施行.術後,総塵 50

Gyの放射線療法を追加し退院した.H4年5月に Am

を投与,豊nもeTferon-βの2週間連日投与後,2週間毎

の InteTferon-βによる維持療紋を施行 した.神経学的

症状は軽快傾向にあったが,H5年5月年よりは再び増

悪.H6年3月より四肢麻痔となり同年8月死亡した.

病理解剖では,延髄は約2倍に澄夫し,右側は軟らかく,

色調も異なり嚢胞形成が示唆された.また鮭L織学的をこぼ,

広範な壊死巣を伴い,大小不同の額円形の横を有する細

胞群が glialfiberの増生を伴いぴまん性に増生してお

り,astrocytomaGⅡ と考えられた.
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脳内多発件に glioblastoma(T)究育を.Lることは稀で

はないが,その多くは神経線維を介して進展 したり髄液

を介して播穫性転移を生じたものといわれており,寮の

multifoealglioblastomaの発生は比較的稀と考えられ

ている.今回わIlわttは MRIで nlultif∝alglioblastoma

と考えられた症例を経験 した.

症例は64歳.男件.平成6年11月頃より左上肢の感覚

障害を自覚,12月頃より左半身脱力感をきたし.平成7

年 1月5L】当七ン[1--受診.神経学的所見 :軽度左不全

片麻噂,左半身知覚低下 (5:･:101.神経放射繰学的検査 :

MRlで右頭頂電iこ強い l治rifocaledernaを伴う径約 25

mm の cystictumot･を認め,さ!吊こそCT)前方および


